
第第 ３３ ８８ 回回 ＷＷ ＩＩ ＮＮ 定定 例例 講講 演演 会会   
  

音・聴覚・コミュニケーション 
 

企画趣旨 

 

音は不思議な世界である。音は身近なものでありながら、意外にわかっていないことも多い。我々は、日

常生活において多くの音に囲まれ、あるいは音を利用して生活している。音声は、人間のコミュニケーショ

ンの基本であり、聴覚はその重要な役割を担っている。音は身の安全を守る上でも重要であり、テレビ、映

画、ゲームなどにおいては、音のない状況は考えられない。近年、日本では急速に高齢化が進んでいるが、

加齢とともに聴覚の能力は低下し、日常生活において不便を強いられる場合も多くなる。高齢社会における

音の問題や活用も重要な研究課題である。 

 このような背景を踏まえ、今回は音に関する最新の研究、技術開発を、さまざまな観点からご紹介を頂き、

あらためて音について考える機会にしてみたい。音に関する最新の研究成果、開発技術が、日常生活に多く

の利便性をもたらしていることを実感して頂きたい。（管村 昇） 

 

*******************  講 演 会   *******************   

日時 ： ２００７年１２月１０日 

場所 ：山上会館（東京大学本郷キャンパス内）  

会費 ： 会員：１万円 （一般１万５千円） 

 

１． １５：００－１５：２０ 音と人間社会  『 「一人暮らしあんしん電話」の試み 』 

工学院大学 情報学部  教授 管村 昇 氏 
 

 

２． １５：２０－１６：００ 音は耳で聴く？ 『 聴覚とコミュニケーションの認知脳科学 』 

   ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所 主幹研究員・チームリーダー  柏野 牧夫 氏 

 

＜休憩１０分＞ 

 

３． １６：２０－１７：００ ヤドリバエに習う 『 超小型音源定位センサを目指して 』 

          東京大学大学院情報理工学系研究科 講師 小野 順貴 氏 

 

４． １７：００－１７：４０  甦れ聴覚 『 補聴器の研究開発最前線 』 

           日本補聴器工業会・技術委員長  成沢 良幸 氏 
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